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本書は、
W
alter Jaeschke, H
egel-H
andbuch. L
eben-W
erk- 
Schule, J.B
.M
etzlerV
erlag, 2003
の翻訳書である。法政哲
学会からは、監訳者として山口誠一氏が、翻訳者として大橋基、片山善博の両氏が加わっている。ハンドブック 称しながら
B５版で七二七頁からなる大部の書で、手に取
るだけで圧倒されるほどである。それもそのはず、哲学史の一時代を画した哲学者ヘーゲルの全生涯、全作品、そして、三月革命前夜（一八一五―一八四八年（のヘーゲル学派の論争を、一冊の本に取りまとめるという、ヘーゲル哲学研究 大家イエシュケの意欲作なのである。　
冷戦の終結という国際情勢の変化を受けて、ヘーゲル哲
学研究も一九八〇―九〇年代に新局面を迎えるこ になるが、それに大きく貢献したのが、ヘーゲル・アルヒーフおける文献資料の発掘と資料の文献学的研究であった。この研究の進捗によって、若きヘーゲルの諸草稿の執筆時期が特定されると同時 、体系期ヘーゲルの講義 聴講者に 【図書紹介】『ヘーゲルハンドブック』（Ｗ・イエシュケ著
　
神山伸弘・久保陽一・座小田豊・島崎隆・
高山守・山口誠一監訳
　
知泉書館
　
二〇一六年）
星野
  勉
よるノート類が発掘され、文献学的に整序されるに至った。本書は、このような新しい研究成果を全面的に受容することにおいて成立した。したがって、本書は、学術的な水準、価値という点で、Ｋ・ローゼンクランツ『ヘーゲル伝』 （
G
.W
.F
. H
egels L
eben. B
erlin 1844 （、Ｋ・フィッ
シャー『ヘーゲルの生涯・作品・学説』 （
H
egels L
eben, 
W
erke und L
ehre. H
eidelberg 1901 （など、類書のなかで
も群を抜いている。　
内容は、副題にある通り「生涯、作品、学派」からなる。
第二部「作品」は、最初期の草稿から最後の刊行物に至るまでの発展史的な叙述の部分と 講義において展開された後期の「体系」の講義ノートによ 再構成の部分とからなる。第三部「学派」は、三月革命前夜（一八一五―四八年（のヘーゲル学派 論争を取りあげ ヘーゲル哲学の影響史の初発の現場を解明している。　
本書は、書店の案内にもあるように、 「確かなテキスト
に拠って、難解な内容を読み解くとともに、概念史から発展史、研究史に関する該博な知識を駆使しつつ 膨大な研究蓄積をも見渡して書かれた驚嘆すべき画期的な手引書である」 。そして、何よりも歓迎するべきは、その画期的な手引書が、平易で明解な日本語に翻訳され、刊行されたことである。
